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の
陳
情

勢
ち
は、李
八年前広長
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〓】鰍
っ表
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経
争
是
徘
で事

日頃
より、私
たち
の援護
に
つきまし
てい多大
のご配慮を賜
っております
こと
に、心
から御礼申し上げます。
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せえ
た殆
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は、會
ま
で、目
の命乱
る思
い
で建
釜
を譲
、蜜
器
に老
種
至
薔
警
警

いことを強く願
って運動を続
け
てきました。
この地球上から核
兵器をなくす
｝」と
は、私
たち被爆者
の悲願
です。
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法
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奮
国

家補償
は抜き取
られ
ている」
「原爆投下
に至
った国
の戦争責任も
アメリカ
の原爆投下責任もま
ったく触
れられ
て

いま
〓
民
の基
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３
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垂
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管
き
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の国あ
償一いと核一兵器ゼ
ロの実現をめざし
て運動を続
けると声
明し今
日にいた
っています。　
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で
時
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纏
響
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島
握
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勝訴し、国
の誤
りが明らか
にな
っています。
これら
の矛盾を解決
し、高齢化
した被爆者
が核
兵器
のな
い世界を後

の世
に残すため
の精
一杯
の法改正要求
です。
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書
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の客
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是
な
き
轟
いし事
。

なお、別項
に意見書内容
のひな型を書
き添えます。　　　
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篠
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ム
響
言
め
、運
響
にダ
こ
の優
姦
曇
農
絶畠
富
言
糖
昌

´
を明示す
る，こと。

二、原爆死没者
に償
いをす
る
こと。

〓ヽ
一９べての濡燈奮有に層「い一奮十う０｝｝と。


